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‐
佐
井

村
村

民
憲
章

】
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜

び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

：矢 越 漁 協 婦 人 部 芸 能 祭

手踊り、郷土芸能、新舞踊と、多くの出し物に

集まった人たちは大喜び、日頃の練習の成果を熱

演するたびに拍手や声援が送られ、楽しい一日を

過ごしました。（３月１０日、矢越生改センター）

主 な 内 容

２～４ 新年度予算決まる

已 交田だより

已～フ 出稼現地のみなさん

８～９ 教育だより

仞～竹 保険婦だより

２～詔 矢越願掛岩（２３）

惘 税務だより

年金だより

恬 歳 時 記

匐 戸籍の窓口



昭 和 ６３年 度

一般会計予算

基本方針
村議会３月定例会に

おいて村長 より昭和６３

年度予算編成にあたっ

て基本方針が示されま

した。

一般会計の総額は、

２４億４７，６７２，０００円で前

年比１９．７％の増 となり

ました。

基本方針に基づく主

な事業 は、別表のとお

りです。

昭
和
六
十
三
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
佐
井
村
振
興
計
画

の
基
本
構
想
、
佐
井
村
過
疎
地
域
振
興
計
画
お
よ
び
佐
井
村
村
民
憲

章
の
理
念
に
基
づ
き
、
明
る
く
、
住
み
よ
い
、
活
力
に
あ
ふ
れ
る
村

づ
く
り
を
推
進
し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
具
体
的
施

策
を
講
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

住

民
生

活

の

基
盤

で
あ

る

道
路

整

備

は

、
村

道

古
佐

井

奥
薬
研
線
、

福
浦
川
目
線
を
、
昨
年
度
に
引
き
続

き

公
共

事
業

で
整
備
し
、
併
せ
て
各
村

道
の
補
修

と
側
溝
整
備
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
国
道
に
係
る
県
単
独
事
業

に
対
す

る
負
担
金
は
、
前
年
度
な
み

に
二
千

五
十
万
円
、
そ
の
他
急
傾
斜

地
対
策

事
業

負
担
金
四
百
万
円
を
計

上
し

、
そ
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

防
災

対
策

に

っ

い

て
は

、

消
防

施

設

整
備

計

画

に

基

づ
き

、

本
年

度

は

防

火
水

槽

二

基
を

整

備

し

ま

す
。
ま
た
、
急
傾
斜
地
対
策
事
業

と
し
て
、
矢
越
及
び
原
田
地
域
を
実

施
し
ま
す
。
治
山
事
業
に
っ
い
て
は

継
続
事
業
下
古
佐
井
金
掘
沢
排
水
エ

を
、
新
規
事
業
で
六
兵
衛
沢
排
水
エ

を
整
備
し
ま
す
。
な
お
、
磯
谷
地
す

べ
り
防
止
事
業
等
に
っ
い
て
は
、
県

当
局
に
強
く
働
き
か
け
、
治
山
維
持

と
民
生
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
っ
い
て
は
、

交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
く
住
み

よ
い
村
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の

願
い
で
す
。
佐
井
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
を
中
心
に
、
関
係
機
関

団
体
と
連
携
を
図
り
匸

父
通
安
全

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・１・お も な 事 業・１

生活環境の整備と地域の安全対策
道路整備 ・古佐井奥薬研線凍雪害防止事業・福浦川目線改良事業

・県道整備負担金

消防施設整備 ・防火水槽新設伏佐井地区、古佐井地区各Ｉ基）

簡易水道施設整備 ，佐井地区簡易水道施設増補改良事業
，川目地区簡易水道施設増補改良事業

災害防止対策 ，小規模治山事業（金堀沢排水工、六兵衛沢排水工）

・急傾斜地対策事業負担金（大沢、原田地区）

保健医療と福祉の充実
保健医療対策 ・健康教育及び相談事業，成人病予防対策事業（各種検

診、健康診査他）・母子保健事業

社会福祉対策 ・各種団体等補助金

老人福祉対策 ・高齢者サービス総合調整事業・老人家庭奉仕事業
，老人日常生活用具給付事業，老人クラブ補助金

児童福祉対策 ，青少年健全育成推進事業

産業振興対策
漁港整備 ・長後、福浦漁港改修、原田漁港海岸保全

・漁港負担金吽 滝漁港、磯谷漁港修築）

水産業振興対策 ・並型魚礁設置事業（長後長浜沖）

・流通等改善施設整備費補助金（出荷資材保管施設）
，ワカメ養殖施設整備費補助金

，アワ
ビ中間育成施設運営費補助金

，ヒラメ栽培施設建設費補助金等

，モスク増殖資材聨入費補助金

農業振興対策 ・地域農水産物利用高度化事業

・地域農政整備促進事業、農用地高度利用促進事業
，家畜導入事業

林業振興対策 ・林産集落振興条件整備事業（基盤整備）

・森林地域活性化対策事業個伐、作業路）

・公有林保育事業

観光、地場産業

活性化対策

叩反称）むらおこし活性化センター整備事業（過疎地域

活性化プロジェクト），仏ケ浦園地整備事業

教育・文化振興対策
義務教育施設整備 ，佐井小学校屋体増改築事業

，佐井小学校屋外運動場整備事業（グラウンド、照明施

設）

社会教育事業 ・ふるさと学習事業

但髞休吉ま盆 。休岩依厶任勧馨謐日う全

●村民１人あたりの予算額● ６２１．８６７円
議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 労 働 費 農 林 水

産 業 費

１２，０９０円 １８２，４５５円 ２９，１８７円 ３５，４２２円 １，４３３円 ９２，７２４円

商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸支出金
予 借 普

６，６４４円 ２７，８４９円 ２５，６３２円 １０２，２０３円 ８７，６４６円 １８，５７９円

２４億１，７６７万２千円
会計〕



保
健
医
療
と
福
祉
の
充
実

保
健
衛
生
事
業
で
は
、
＝
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
、
成
人
病
予

防
対
策
を
重
点
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
デ
ー
タ
処
理
能
力
が

限
界
に
近
い
た
め
、
デ
ス
ク
を
増

設
し
、
基
本
健
康
審
査
、
胃
腸
病

検
診
、
子
宮
ガ
ン
検
診
等
、
検
診

率
の
向
上
に
努
め
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
指
導
し
ま
す
。
さ
ら

に
「
健
康
づ
く
り
は
家
庭
か
ら
」

と
い
う
基
本
理
想
に
立
ち
、
六
十

三
年
度
発
足
す
る
食
品
生
活
改
善

協
議
会
の
機
能
の
充
実
を
図
り
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
診
療
所
に

お
い
て
の
ビ
デ
オ
放
映
、
保
健
婦

に
よ
る
健
康
相
談
日
の
開
設
な
ど

従
前
の
訪
問
指
導
と
と
も
に
、
保

健
婦
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
進
展
と
相
ま
っ

て
、
老
齢
疾
患
者
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び

大
間
病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
、

地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

福
祉
対
策
に
っ
い
て
は
、
社
会

構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
家
族
の

扶
養
意
識
の
低
下
等
に
よ
り
、
老

大

を
取

り
巻

く

環

境

は
悪

化

の

状

況

に

あ

り
ま

す

。

在
宅

老

人

福
祉

対

策

に

っ

い
て

は

、
老

人
家

庭
奉

仕

員

の
配

置

、

日

常
生

活
用

具

の

給
付

、

短

期

保
護

、

デ

ィ

サ

ー

ビ

ス
事
業
を
実

施
し
ま
す

。
さ

ら
に
、

地
域
福
祉

に
対
す
る
住
民
意
識
の
向

上
を
図

る
た

め
、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

協
力
を

い
た

だ
き
、
寝
た
き
り
老
人

及
び

Ｉ
人
暮

し
老

人
に
対
す

る
訪

問

事
業
を
実
施

し
ま
す
。
老
人

の
生
き

が
い
対
策

と
し
て
、
民
生
相

談
課
内

に
高
齢
者
サ

ー

ビ
ス
調
整
チ

ー
ム
を

設
置
し
、
老

人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
初

め
、老
人
の
つ
ど
い
の
開
催
等
に
っ
い

援
助

助

成

を
し

ま

す

。

身
体

障

害

福
祉

、

母

子
福

祉

等

、

い
わ

ゆ
る

弱

者

対

策

に

っ

い
て

も

意
を

配

し

て

い
き

ま
す

。

国

民

年

金
事

業

に

っ

い

て
は

、

新
制

度
に
移
行
し

て
三
年
目
と
な
り

ま
す

が
、
今

後

と

も
新
制
度
に
対
す

る
理

解
を
、
広
報
及
び
納
付
組
織
の

協
力

を

得

て

、
そ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す

。
ま
た
、
収
納
対
策
に
っ
い
て
は
、

毎
月
納

付
、
毎
月
検
認
報
告
の
充
実

を
図

り
、
年
金
制
度
の
基
盤
で
あ
る

保
険
料
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

青

少

年

の
健

全

育

成
に

っ

い
て

は
、

我

が
村

の
児

童

数
は

年

々

減

少
し
て
い
ま
す
が
、
保
育
行
政
等

の
児
童
福
祉
の
向
上
と
充
実
に
努

め
、
さ
ら
に
は
村
勢
の
伸
長
と
発

展
の
た
め
、
人
材
育
成
に
意
を
配

し
つ
つ
、
関
係
機
関
及
び
青
少
年

育
成
村
民
会
議
、
防
犯
指
導
隊
等

の
育
成
団
体
と
連
携
し
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

労
働
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
一

次
産
業
の
不
振
と
地
元
雇
用
機
会

の
低
下
に
よ
り
、
出
稼
者
が
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
出
稼
労
働
者
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
円
高
不

況
や
特
例
一
時
金
の
改
正
等
に
よ

り
、

一

層
厳

し

い
状

況

に
あ

り

ま

す

。

安

定
的

な

雇
用

が
図

ら

れ

る

企

業

の

選

定
に

は

、

従

前
に

増

し

て
意

を
配

し

て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

出

稼

者

個

々
の

就

労

先

の
届

け

出

の
義

務

づ
け

と

、
留

守
家

庭

の

援

護

事
業

を
推

進

し

て

い

き
ま

す

。

ｔ

ｔ

ｔ

…
…
…果

然

二

策

一
一‐一

漁
業

の
生

産

基

盤

で

あ

る
漁

港

整

備

は

、
第

七

次

漁

港
整

備

計
画

が
終

り

、
昭

和

六

十

三
年

度

か

ら

第

八

次

漁
港

整

備

計
画

に

よ

り

、

そ

の
整
備

を

図

り

ま

す

。

水

産

振
興

に

っ

い

て
は

、

基

幹

産
業

で
あ

る
漁
業

は

、
依

然

と
し

て
低

迷

し

て

お

り

、

こ

の
打

開
策

と

し

て
、

県

の

施

策
と

呼

応

し
な

が

ら

、
本

村

漁
業

の

特
色

を

活

か

し

、

資
源

培

養

管

理
型

漁

業

の

展

開

を
図

り

ま

す

。

こ

の
た

め

、
水

産

資
源

の
現

状

に

見
合

っ
た

適
正

操
業

に
重

点

を

置

き
、

漁

業

者
に

よ

る
営

漁

計
画

の

基
に

、

活

力

あ

る
漁

村

づ
く

り

を

目
指

し

、

栽
培

漁
業

の
推

進

を
図

り
ま

す

。

農

業

振

興

対
策

に

っ

い

て

は
、

隕
ら
れ
た

耕
地
を
高

度
利
用
し
な

が

ら
、
生
産
を
高

め
る
の
が
本
村

農
業

の
課
題
で
す

。
従

来
よ
り
推
し

進
め

て
き
た
遊
休
農
地

の
活
用
や
、
農
地

の
流

動

化

を
開

係

機

関

の
協

力

の

も
と

、

積

極
的

に

進

め

ま
す

。

畜

産

振

興
対

策

に

っ

い

て
は

、

昭
和

六
十
年
度
よ
り
生
産
基
盤

の
整

備

を
図

る
た
め
実
施
し
て
き
た
公
社

営
下

北
西
部
畜
産
基
地
建
設
亊

芋
し
、

完

成
供
用

を
開
始
し

て
お
り
、
牧
野

組

合

と

協

調
を

図

り
な

が
ら

、

計

画

的

な

増

殖
を

図

り

ま
す

。

林
業

振

興
対

策

に

っ

い

て
は

、

本

村

の

森
林

は

、

昭

和
二

十
年

以

降

の

植
栽

人

口
林

で
占

め

て
お
り
、

保

育

、
間

伐

の
対

象

と
な

る
森

林

ことしの予算
（一般



が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
造
林

費
等
の
増
大
に
よ
り
、
健
全
な
森
林

の
造
成
及
び
育
成
が
、
極
め
て
不
十

分
な
状
況
で
す
。
幸
い
昭
和
六
十
一

年
度
よ
り
森
林
地
域
活
性
化
緊
急
対

策
事
業
及
び
森
林
総
合
整
備
事
業
の

地
域
指
定
を
受
け
、
健
全
な
森
林
造

成
と
山
造
り
に
よ
亜
雇
用
の
安
定

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も

引
き
続
き
両
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
川
目
地
区
林
産

加
エ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
は
加

工
技
術
の
取
得
等
に
よ
り
、
新
製

品
の
開
発
と
、
商
品
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

商
工
観
光
対
策
に
っ
い
て
は
、

村
の
経
済
は
、
依
然
と
し
て
低
迷

し
て
い
ま
す
。
商
工
振
興
は
、
村

の
産
業
振
興
と
商
工
業
者
の
自
助

努
力
に
お
う
と
こ
ろ
が
犬
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
厳
し
い
難
局
を
乗
り

切
る
た
め
、
行
政
は
無
論
の
こ
と

指
導
団
体
で
あ
る
商
工
会
の
体
質

強
化
と
指
導
力
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
お
こ
し
事
業
と
し
て
、
昭
和

六
十
年
度
よ
り
開
始
し
た
。
プ

ブ

リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
は
、
参
加

団
体
の
ご
協
力
に
よ
旦

二
年
目
を

終
了
し
ま
し
た
。
会
員
数
も
当
初

目
標
の
三
百
名
を
確
保
し
、
こ
の

事
業
も
い
よ
い
よ
定
着
し
、
地
域

活
性
化
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ

て
お
り
、
今
度
と
も
さ
ら
に
事
業

の
拡
大
の
た
め
努
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
対
策
に
っ
い
て
は
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
供
用
開
始
記
念
青
函
博

覧
会
の
開
催
、
昨
年
就
航
の
高
速

旅
客
船
「
ほ
く
と
」
ま
た
、
今
年

七
月
就
航
予
定
の
大
間
・
函
館
間

大
型
高
速
フ
ェ
リ
ー
、
国
道
三
三

八
号
の
整
備
促
進
等
、
当
村
の
観

光
を
と
り
ま
く
環
境
は
整
備
さ
れ

っ
っ
あ
り
、
積
極
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
観
光
協

会
の
組
織
の
強
化
と
合
せ
て
観
光

業
者
の
意
識
の
高
揚
を
喚
起
し
な

が
ら
、
観
光
客
受
入
体
制
の
内
容

の
充
実
と
、
観
光
産
業
の
全
般
的

な
見
直
し
を
図
り
、
観
光
立
村
拡

充
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

教

育
・
文
化

の

振

興

対

策

士

人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し

て
、
生
涯
教
育
の
理
念
に
基
づ
き
、

健
康
で
創
造
力
に
富
み
、
豊
か
な

心
と
広
い
視
野
を
持
ち
、
変
動
す

る
社
会
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

村
民
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
の

推
進
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
次
の
事
項
を
重
点
的
に
推
進

し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
っ
い
て
は
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人

間
性
豊
か
な
児
童
、
生
徒
を
育
成

す
る
た
め
、
学
校
経
営
に
創
意
工

夫
を
こ
ら
し
、
う
る
お
い
と
活
気

に
満
ち
た
学
校
教
育
の
推
進
に
努

め
る
こ
と
を
方
針
と
し
「
佐
井
村

の
学
校
教
育
推
進
委
員
会
」
を
基

調
に
、
教
職
員
の
積
極
的
な
取
り

組
み
と
協
力
に
よ
り
、
次
の
事
項

を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

第
一
点
＝
一
人
一
人
の
子
ど
も
の

実
態
を
把
握
し
、
一
人
一
人
を
生

か
し
な
が
ら
、
進
ん
で
学
ぶ
意
欲

を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
学
習
内

容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の

授
業
実
践
に
努
め
ま
す
。

第
二
点
＝
一
人
一
人
の
子
ど
も
が

人
間
尊
重
の
精
神
を
身
に
つ
け
、

具
体
的
な
生
活
の
中
に
生
か
し
得

る
よ
う
、
道
徳
性
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

筈

二
点
＝
一
人
一
人
の
子
ど
も
の

健
康
、
体
力
の
増
進
と
、
安
全
な

生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
能
力

や
態
度
を
育
成
す
る
た
め
、
子
ど

も
の
実
態
に
即
し
た
指
導
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

第
四
点
＝
一
人
一
人
の
子
ど
も
の

学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

児
童
・
生
徒
理
解
を
深
め
、
心
の

結
び
っ
き
を
基
調
と
し
た
指
導
に

努
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域

と
の
連
帯
に
基
づ
く
生
徒
指
導
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

第
五
点
＝
一
人
一
人
の
子
ど
も
の

能
力
、
適
性
等
を
的
確
に
把
握
し
、

そ
の
伸
長
を
図
る
た
め
、
計
画
的

組
織
的
な
進
路
指
導
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

第
六
点
＝
教
職
の
専
門
性
を
高
め
、

教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、

積
極
的
研
修
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

施
設
整
備
に
っ
い
て
は
、
佐
井

小
学
校
屋
体
増
改
築
事
業
、
関
連

し
て
、
外
溝
工
事
、
屋
体
運
動
場

照
明
施
設
事
業
の
実
施
、
そ
の
他

磯
谷
小
中
、
福
浦
小
中
、
佐
井
中

の
補
修
工
事
を
実
施
し
、
教
育
環

境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興
に
っ
い
て
は
、

明
る
く
文
化
的
で
活
力
と
潤
い
に

満
ち
た
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
、
社
会
教

育
諸
条
件
の
整
備
充
実
を
図
り
、

自
己
の
啓
発
と
社
会
連
帯
意
識
の

高
揚
を
目
指
し
た
学
習
活
動
の
推

進
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公

民
館
活
動
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
各
種
学
級
、
講
座
の
開
設
を

進
め
ま
す
。
次
に
、
社
会
教
育
団

体
を
け
じ
め
、
関
連
行
政
機
関
等

と
の
情
報
交
換
や
事
業
連
帯
を
進

め
、
連
絡
調
整
機
能
の
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
、
家

庭
教
育
と
の
連
帯
を
深
め
、
有
機

的
な
協
力
関
係
を
強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
術
文
化
の
振
興
及
び

文
化
財
保
護
の
た
め
の
諸
条
件
の

整
備
充
実
を
図
り
、
村
民
の
積
極

的
な
参
加
を
推
進
し
、
個
性
豊
か

な
文
化
活
動
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

保
健
体
育
の
振
興
に
っ
い
て
は

躍
動
す
る
村
民
の
一
体
感
と
健
康

づ
く
り
を
目
指
し
、
生
涯
に
わ
た

る
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実
践

を
図
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
活

力
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
体
育
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
振
興
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、

村
民
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め
る
事
業
、

強
い
ス
ポ
ー
ツ
を
育
て
る
事
業
、

た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
る
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
連
携
を
深
め
っ
つ
、

優
れ
た
指
導
者
を
養
成
す
る
事
業

の
展
開
、
併
せ
て
施
設
整
備
の
研

究
協
議
を
進
め
ま
す
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

ル
ー
ル
を
確
認
し

マ
ナ

ー
を
守

ろ
う

〈
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
〉

‥四
月
六
日
～
四
月
十
五
日

○
春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
Ｏ

ク

ル

マ
社

会

を

上

手

に

生
き

よ

う

暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
春

は
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
現
代
は

。
ク

ル
マ
社
会
”
一
歩
外
へ
出
た
な
ら

ば
、
私
た
ち
は
常
に
交
通
事
故
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
四
月
は
、
新
入
学
・
新

入
園
の
季
節
で
も
あ
り
、
歩
き
慣

れ
な
い
道
を
通
っ
て
、
学
校
や
保

育
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
交
通

事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
も
四
月
六
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
子
ど
も
と
、
最
近
と
く

に
多
く
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
で
交
通
ル
ー
ル
を
確
認

し
、
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

新

入

学

児
童

・

園

児

を

持

つ
お

母

さ

ん

へ

入
学
（
圉
）
前
に
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
通
学
（
園
）
路
を
歩
き
、

交
通
量
が
多
い
所
や
見
通
し
の
悪

い
所
を
調
べ
、
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
点
を
、
お
子
さ
ん
に

話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

交
差
点
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、

信
号
の
正
し
い
見
方
な
ど
も
実
際

の
通
学
（
園
）
路
を
使
い
、
お
子

さ
ん
の
立
場
に
な
っ
て
具
体
的
に

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

お

年

寄

り

の

交

通

安

全

最
近
は
、
お
年
寄
り
が
交
通
事

故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
だ
れ
で
も
年
を
と
る
と
、

自
分
で
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て

も
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
ド
ラ

弋
（

Ｉ
の
方
は
、
お
年
寄
り
を
見

か
け
た
ら
細
心
の
注
意
を
払
い
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り

も
無
理
な
横
断
な
ど
を
し
な
い
よ

う
、
お
互
い
が
気
を
つ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

交通安全母の会

総 会を終え・（

会長 松谷 三枝

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
千
日
達

成
に
向
け
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
運
動
に
参
加
を

と
の
呼
び
か
け
に
、
村
長
、
大
間

警
察
署
長
を
け
じ
め
、
各
関
係
機

関
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち

に
総
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
の
賜
と
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

新
年
度
は
、
子
ど
も
、
お
年
寄

り
を
重
点
に
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

二
千
日
を
目
指
し
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
と
も
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
行
く
所
存
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

愛
の
一
声
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

交 通 事 歛 の ご 相 談 は

お 気 軽 に ど う ぞ

無 料 で ご 相 談 に 応 じ て お り ま す

午前９時半～午後４時４吩（平日）

土曜日は正午まで（第２・第３土曜日は休みます）

０専門の相談員が親身になってご相談に応じます

０弁護士相談日：毎月第４水曜午後１時～４時

社団法人 日 本 損 害 保 険 協 会

青 森 自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン タ ー

ｎ ｕ 巾 ，中れ 。，Ｉ
ぷ に 晉 Ｊ‾昌 ⊇

００１７７－２２－１０２５（直通）

青１１で

－７６－４３９１

電話 のご 相談もお受 けしま す



第
三
回

佐
井
村

国
民

健
康
保
険

小
中
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
ま
る

国
民
健
康
保
険
制
度
の
普
及
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
三
回
小

中
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
児
童
生
徒
が
特
別

賞
、
特
選
回
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
標
語
の
部

中
学
一
年

特
別
賞

田
名
部
直
仁
（
佐
井
中
）

小
学
校
三
年

特

選

竹
内
由
美
子
（
牛
滝
小
）

小
学
校
四
年

特

選

樋
口

基
嗣
（
佐
井
少

小
学
校
五
年

特

選

七
戸

賢
技
（
佐
井
少

小
学
校
六
年

特

選

金
沢

卓
（
佐
井
少

○
標
語
特
別
賞
国
保
税金
額
完
納安
心
家
族

中
学
校
二
年

特

選

田
中

泉
（
磯
谷
中
）

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

小
学
校
六
年

特
別
賞

鹿
島

鉄
矢
（
佐
井
士

特

選

福
田

夕
子
（
佐
井
小
）

中
学
校
一
年

特

選

島
野

学
（
佐
井
中
）

中
学
校
二
年

特

選

田
中

真
理
（
磯
谷
中
）

”

浜
野

砂
織
（
佐
井
中
）

○
習
字
の
部

小
学
校
一
年

特
別
嘗
］

松
本
あ
か
ね
（
磯
谷
少

小
学
校
二
年

特

選

田
中

直
子
（
福
浦
少

小
学
校
四
年

特

選

辻

裕
樹
（
佐
井
少

小
学
校
五
年

特

選

松
谷

武
（
佐
井
小
）

小
学
校
六
年

特

選

宮
川

尚
美
（
佐
井
小
）

中
学
校
一
年

特

選

長
島

咲
美
（
佐
井
中
）

”

宮
木

葉
子
（
佐
井
中
）

中
学
校
二
年

特

選

大
石

学
（
長
後
中
）

中
学
校
三
年

特

選

中
西

祐
子
（
牛
滝
中
）

▲習 字の 部 特 別 賞 ▲ ポスターの部 特別賞

得
意
の
新
舞
踊
で
「
延
寿
園
」
を
慰
問

佐
井
青
年
団
で
は
こ
の
ほ
ど
、

大
畑
町
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
延
寿
園
」
を
慰
問
し
、
新

舞
踊
を
披
露
。
盛
ん
な
拍
手
を
う

け
ま
し
た
。

若
山
真
一
団
長
ら
一
行
八
人
は
、

先
日
佐
井
村
で
開
催
し
た
演
芸
発

表
会
で
の
新
舞
踊
で
慰
問
。
流
行

歌
に
合
わ
せ
、
七
曲
を
舞
台
せ
ま

し
と
熱
演
し
て
い
ま
し
た
。

幕
間
に
は
、
約
四
十
人
の
観
衆

の
お
年
寄
り
か
ら
、
二
人
が
飛
び

入
り
で
見
事
な
の
ど
を
披
露
。
和

気
あ
い
あ
い
の
中
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お

元

気

で

す

か

出

稼

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。
現

地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
欄
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
・
お
便
り
・
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

留

守

家

族

現

地

激

励

訪

問

に

参

加

し

て

奥

本

弘

美

田

中

石

子

ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
家
族
の
為

に
働
く
夫
た
ち
を
励
ま
そ
う
と
、

青
森
県
出
稼
対
策
室
と
青
森
県
出

稼
連
合
会
が
主
催
す
る
激
励
訪
問

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
佐
井
村
か

ら
は
、
今
回
が
初
め
て
の
参
加
で

し
た
。
２
月
１８
日
、
佐
井
村
を
１０
時
に

出
発
し
野
辺
地
駅
で
各
市
町
村
の

人
達
と
合
流
し
、
引
卒
の
方
々
を

含
め
た
７５
名
で
２
台
の
バ
ス
に
乗

り
東
京
へ
向
い
ま
し
た
。
１９
日
の

朝
６
時
３０
分
に
東
京
へ
着
き
ま
し

た
が
、
佐
井
の
寒
さ
と
は
比
べ
よ

う
が
な
い
程
、
風
が
冷
た
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
の
朝
食

後
、
国
会
議
事
堂
を
見
学
し
、
そ

の
後
日
野
市
へ
向
い
日
野
自
動
車

を
事
業
所
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
本
社
見
学
後
工
場
見
学
に

移
り
、
す
ば
ら
し
い
設
備
と
工
場

の
大
き
さ
、
清
潔
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
自
動
車
本
体
の
組
立
か
ら
一

連
の
作
業
工
程
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
就
労
者
の
平
均
年
令

は
２５
才
か
ら
２６
才
と
若
く
、
一
番

の
高
齢
者
は
６０
才
と
言
う
事
で
し

た
。
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
親
子

で
働
い
て
い
る
人
も
あ
る
と
言
う

事
で
大
変
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま

し
た
。
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
て
か
ら
は

夕
食
時
ま
で
自
由
時
間
に
な
り
ま

し
た
が
旅
の
疲
れ
や
、
緊
張
感
も

あ
り
、
各
自
部
屋
で
休
憩
を
と
り

７
時
か
ら
の
夕
食
で
は
全
員
揃
っ

て
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の
食
事
を
と

り
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
２０
日
は



狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
生
後
九
十

一
日
以
上
た
っ
た
大
は
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
が
、
漏

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
指

定
の
場
所
及
び
時
間
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※
放
し
飼
い
の
大
は
、
保
健
所
と

協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す
の
で
、
犬

の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

巡

回

連

絡

に

ご

協

力

を

＝
大
間
警
察
署
佐
井
駐
在
所
＝

巡
回
連
絡
と
い
う
の
は
、
外
勤

の
警
察
官
が
、
犯
罪
の
予
防
や
防

犯
連
絡
、
事
故
の
防
止
な
ど
の
指

導
連
絡
を
行
う
た
め
に
、
各
家
庭

商
店
、
事
務
所
な
ど
を
訪
問
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
通
じ
て
住
民
の
み
な
さ
ん
の

要
望
や
意
見
を
聞
い
た
り
、
困
り

ご
と
相
談
に
応
じ
た
り
、
あ
る
い

は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
家
庭

母
子
家
庭
、
出
稼
ぎ
留
守
家
庭
な

ど
の
激
励
や
保
護
に
あ
た
る
な
ど
、

村
民
の
日
常
生
活
の
安
全
と
平
穏

を
守
る
た
め
の
警
察
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

匸

こ
の
よ
う
に
外
勤
警
察
官
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
毎
日
努
力
し
て

い
ま
す
の
で
、
巡
回
連
絡
に
っ
い

て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和６３年度狂犬病予防注射日程表

月 日 参 集 場 所 時 間

４

月

２６

日

原 田 漁 協 前
１０時～

１０時１０分

竹内自動車工場前
１０時２０分～
１０時３０分

佐 井村 保育 所前
１０時４０分～

１０時５０分

佐 井村 商工 会前
１１時～
１１時２０分

佐 井 診 療 所 前
１１時３０分～

１１時５０分

川目地区生活改善

セ ン タ ー 前

１３時～

１３時１５分

佐井村消防分署前
１３時３０分～
１３時５０分

矢越地区生活改善

セ ン タ ー 前

１４時～

１４時１５分

磯 谷 集 会 所 前
１４時３０分～

１４時４５分

長 後滝 本商店 前
１５時～

１５時１０分

福 浦 生 活 改 善

セ ン ク ー 前

１５時３０分～

１５時４０分

牛 滝 診 療 所 前
拓時１０分～
１６時３０分

・・ 好 評 発 売 中・・・

●青森県６７市町村

ふるさと自慢

〈内容〉 県内６７市町村の名

所、旧跡、祭り、

レジャー施設、名

産品などを集大成。

〈価格〉 一部 １，５００円

●青森県の姿

〈内容〉 豊富な統計資料で

青森県の情勢を分

析。Ｂ５版、多色刷。

〈価格〉 一部 １，４００円

Ｏ申込先

総務課企画財政係

０３８－２１１１

横
浜
市
に
あ
る
原
建
設
を
見
学
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
の
会

社
は
三
沢
市
出
身
の
大
が
多
く
、

夫
婦
で
働
い
て
い
る
大
も
多
い
よ

う
で
し
た
。
丁
度
見
学
し
て
い
る

現
場
で
働
い
て
対
面
し
た
親
子
の

大
も
あ
り
ま
し
た
。
会
社
の
主
な

仕
事
は
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
、
基
礎

工
事
一
般
等
で
、
こ
の
時
は
マ
ン

シ
ョ
ン
の
基
礎
工
事
中
で
し
た
。

私
達
の
主
人
も
こ
の
よ
う
に
働
い

て
い
る
の
か
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

社
長
の
説
明
の
中
で
は
、
忙
し
い

の
で
大
手
が
足
り
な
く
て
困
っ
て

い
る
彑

呂
う
事
で
し
た
。
事
業
所

訪
問
を
終
え
宗
谷
舳
を
利
用
し
た

舳
の
科
学
館
で
昼
食
を
と
り
２
時

に
ホ
テ
ル
へ
入
り
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
方
と

の
対
面
か
お
り
、
正
月
以
来
の
再

会
に
お
互
い
に
照
れ
な
が
ら
も
よ

く
来
た
な
あ
と
挨
拶
が
飛
び
か
っ

て
い
ま
し
た
。
私
達
の
主
人
は
成

里

巾
の
興
和
建
設
で
働
い
て
い
ま

す
が
、
興
和
建
設
で
は
佐
井
村
の

人
が
１０
名
位
働
い
て
い
て
皆
さ
ん

元
気
で
が
ん
ば
っ
て
い
ろ
と
の
伝

言
で
し
た
。
２１
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ

主
人
を
伴
い
皇
居
見
学
・
明
治
神

宮
参
拝
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
６０
で
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

浅
草
観
音
を
見
学
し
た
あ
と
上
野

で
自
由
行
動
を
し
買
い
物
や
見
学

な
ど
で
時
の
た
っ
の
も
忘
れ
る
程

で
し
た
。
夜
８
時
に
上
野
公
園
で

主
人
達
と
別
れ
を
惜
し
み
東
京
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。
無
事
帰
宅
し

た
の
が
２２
日
の
夕
方
５
時
で
し
た
。

引
卒
し
て
下
さ
っ
た
対
策
室
の

方
々
、
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
訪

問
先
の
会
社
の
社
長
さ
ん
、
出
稼

連
合
会
の
会
長
さ
ん
、
そ
し
て
い

ろ
い
ろ
と
協
力
下
さ
っ
た
役
場
の

皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

事
故
見
舞
金
の
受
給
手
続
き
に
つ
い
て

傷
病
に
よ
り
一
ヶ
月
以
上
の
入

院
等
で
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
、
出
稼
先
の
病
院
で
の
通
院

及
び
入
院
、
治
療
の
証
明
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

佐
井
村
へ
帰
っ
て
入
院
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
方
で
も
一
ヶ
月
を

超
え
る
期
間
、
療
養
、
入
院
な
ど

で
就
労
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
方

は
、
必
ず
出
稼
先
の
病
院
で
診
察

治
療
を
受
け
て
か
ら
帰
郷
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

例
Ａ

①
出
稼
先
で
体
の
具
合
が
悪
く
な

っ
た
。

②
出
稼
先
の
病
院
で
一
ヶ
月
以
上

の
入
院
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
。

③
佐
井
村
へ
帰
っ
て
き
て
む
っ
の

病
院
に
一
ヶ
月
以
上
入
院
し
た
。

※
出
稼
先
の
病
院
の
証
明
書
が
あ

れ
ば
見
舞
金
の
給
付
の
対
策
と

な
る
。

例
Ｂ

①
出
稼
先
で
体
の
具
合
が
悪
く
な

っ
た
。

②
長
期
間
、
働
け
そ
う
に
な
い
か

ら
佐
井
村
へ
帰
っ
て
き
て
む
っ

の
病
院
に
一
ヶ
月
以
上
入
院
。

※
見
舞
金
は
支
給
さ
れ
な
い
。



教
育
だ
よ
う

言

は

水

に

流

し

聞

は

石

に

刻

む

前
牛
滝
小
中
学
校
長

野
崎

一
郎

こ
の
言
葉
の
意
味
は
、
言
葉
を

口
に
す
る
側
か
深
く
考
え
な
く
と

九

耳
に
す
る
側
は
ず
っ
し
り
重

く
開
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
分
自
身
を
顧
み
る
と
き
、
相

手
の
心
を
思
い
や
り
、
気
づ
か
う

こ
と
な
く
、
調
子
に
の
っ
た
言
葉

を
口
に
し
た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
、
後
悔
の
念
に
が
ら

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

言
葉
は
、
音
声
を
媒
介
と
す
る

表
現
や
伝
達
の
手
段
で
あ
り
ま
す

が
、
言
葉
は
、
そ
れ
を
囗
に
す
る

本
人
自
身
の
生
活
を
変
え
た
り
、

人
間
関
係
を
変
え
た
り
の
機
能
を

も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
が

意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
で
あ
れ
、

子
ど
も
の
心
を
触
発
し
、
意
欲
的

に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
、
持
っ
て

い
る
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出

す
よ
う
「
言
葉
」
を
大
切
に
し
、

語
り
合
い
た
い
も
の
で
す
。

反
面
、
言
葉
が
子
ど
も
の
胸
の

奥
に
突
き
さ
さ
り
、
せ
っ
か
く
持

っ
て
い
る
伸
び
る
力
を
、
水
泡
に
帰

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
言
葉
は
、
時
と
し
て
凶

器
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
「
石
に
刻
む
」
を
深

く
思
慮
し
、
言
葉
の
重
み
を
感
ご
と

り
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
き
あ

げ
る
よ
う
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

県
民
一
人
一
人
の
力
で
豊
か
な

郷
土
づ
く
り
を
目
指
す
「
あ
す
な

ろ
県
民
運
動
」
十
周
平
記
念
大
会

が
昨
年
の
十
月
四
日
澄
み
き
っ
た

青
空
の
下
、
県
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
二
年
に
あ
す
な
ろ
国
体
が

青
森
で
開
か
れ
、
翌
年
か
ら
県
民

運
動
が
毎
年
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
運
動
匸
父
通
ル
ー
ル
を

守
る
運
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

町
や
村
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
の

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

我
が
佐
井
村
も
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

の
集
い
に
参
加
し
て
十
年
に
な
り

ま
す
。
今
年
は
十
周
年
の
記
念
の

年
と
聞
き
近
所
の
お
母
さ
ん
達
と

誘
い
合
っ
て
の
参
加
に
な
り
ま
し

た
。
本
格
的
な
練
習
を
始
め
た
の

が
大
会
が
近
づ
い
て
か
ら
だ
っ
た

の
で
、
途
中
足
腰
が
痛
く
な
り
困

り
ま
し
た
が
指
導
の
先
生
方
の
お

陰
で
本
番
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

浜
中

よ
ん

春
眠
の
深
さ
思
わ
ず
朝
陽
射
し

桜
餅
供
え
若
き
日
偲
ぶ
事
多
し

想
い
湧
き
絹
縫
う
針
止
む
春
火
鉢

川
岸
キ
ヨ
子

如
月
の
乏
し
き
陽
う
け
髪
洗
う

鳥
渡
る
ふ
る
里
遠
し
波
の
路

土
少
し
覗
き
て
匂
う
春
隣

田
名
部
ヒ
サ

下
北
路
た
だ
打
ち
靡
く
枯
す
す
き

そ
の
影
を
雪
に
落
と
し
て
痩
せ
芒

が
ん
く
ら
漬
押
し
蓋
叩
く
し
ば
れ

か
な
冬
日
和
脱
皮
の
如
く
喜
び
ぬ

中
谷
サ
ツ
ヱ

越
し
来
た
る
庭
に
胡
葱
生
え
変
り

荒
れ
庭
に
胡
葱
育
つ
新
住
み
家

一
面
の
埃
を
な
か
す
春
の
雨

泉
田
タ
ツ
子

有
明
の
月
に
飛
び
交
う
冬
鴉

凍
て
つ
き
て
足
元
奪
う
歩
道
橋

綿
入
れ
を
納
め
る
母
の
古
単
司

玉
椿
の
朱
実
つ
い
ば
む
寒
雀

島
野

房
子

熱
燗
を
つ
け
て
待
つ
身
七
刻
過
ぎ

ぬ

大

寒

や

今
朝

も
灯

油

を

継

ぎ
入

れ

る

木

村

さ

ち
子

冬

ご
も

り

気
長

に

薬
茶

煎
じ

お

り

専

業

の

主
婦

と

な

り

た

る
冬

ご
も

寄

せ

鍋

や
思

い
沸

々

過

ぎ
し

日

々

雪

跳

ね

の
済

み

て

惓

む

な
く

ま

た

跳

ね

る

春

雪

の

積

も
り

積

も

り
し

砂

の
上

《
青
函
連
絡
船
》二
句

西

谷

豊

彦

ど

ら

冬

涛

に

短

き

い
の

ち

銅
羅

響

く

旅

を

継

ぐ

汽
笛

も
凍

る

無
人

駅

漁
火

の

見
え

隠

れ

し

て

冬
涛

に

窓

越

し

の
陽

差

し

眩

し

き

垂
氷

か

な無

造

作

に

活
け

ら

れ

て

在
り

寒

の

菊

石

戸

美
矢

子

冴

え

返

る
際

立

つ

星

の
光

る
な

り

啓

蟄

の
菜

の
花

色

の

陽

の
光

り

新

若
芽

香
り

豊

か
に

卓

飾

る

上

山

実

雪

の

夜

の
洩

る

る
囲

い

の
遠

灯

裸

木

に

犇

き
よ

れ

る

夕

鴉

大

石

健
次

郎

き
た

る
い
る
い

北
風

の

村
累

々
と

し

て
生

さ

て

お

ノ雪

蹴

っ
て

迅

し

雪

い

ろ

の
野

の

兎

村

端

に

犬
の

遠

吠
え

銀
河

濃

し



青
い
空
、
緑
の
芝
生
、
日
差
に

映
え
る
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
、
音
楽
隊

の
フ
ア
ン
フ
ア
レ
ー
を
合
図
に
、

県
下
六
十
七
市
町
村
婦
人
の
入
場

行
進
、
佐
井
の
婦
人
も
名
所
仏
ヶ

浦
の
紹
介
の
内
に
は
つ
ら
つ
と
行

進
、
毎
回
新
た
な
感
動
で
胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
続
い
て
県

民
健
康
体
操
、
国
体
十
周
年
を
記

念
し
て
作
ら
れ
た
「
未
来
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
三
千
余
人
の
集
団
演

技
、
春
の
花
か
ら
始
ま
り
、
加
わ

い
い
動
物
、
津
軽
の
ネ
ブ
タ
ば
や

し
、
汗
だ
く
で
演
技
も
進
み
フ
ェ

ナ
ー
レ
で
「
未
来
へ
伸
び
る
あ
す

な
ろ
の
木
」
の
人
文
字
が
出
来
た

時
は
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
拍

手
が
沸
き
、
思
わ
ず
「
や
っ
た
」

と
年
も
忘
れ
て
喜
氛
び
合
い
ま
し

た
。
先
生
方
か
ら
は
今
日
の
出
来

は
最
高
、
佐
井
は
本
番
に
強
い
と

ほ
め
ら
れ
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
む
つ

湾
一
周
の
声
援
と
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

十
年
前
の
参
加
は
七
十
代
か
ら

三
十
代
と
年
齢
も
広
く
バ
ス
二
台

で
に
ぎ
や
か
に
出
か
け
た
も
の
で

し
た
。
始
め
て
見
る
県
営
運
動
場

の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
、
緊
張

し
な
が
ら
の
行
進
、
演
技
、
レ
ク

ダ
ン
ス
で
は
他
町
村
の
お
母
さ
ん

達
と
声
を
か
け
合
い
、
ま
た
来
年
逢

い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
、
次
の
年

も
次
の
年
も
仕
事
の
合
間
を
み
っ

け
て
練
習
に
出
か
け
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

五
十
八
年
度
か
ら
は
健
脚
で
っ

な
ご
う
む
つ
湾
一
周
駅
伝
も
始
ま

り
こ
の
大
会
も
一
段
と
盛
り
上
が

り
佐
井
村
の
ゼ
ッ
ケ
ン
七
十
番
の

最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
競
技
場
に
姿
を

見
せ
た
時
は
身
を
乗
り
出
し
て
声

援
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
も

お
姑
さ
ん
か
ら
お
嫁
さ
ん
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
も
あ
り
若
い
母
さ
ん
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
演
技
に
使
っ
た
小
道
具
も

「
歓
」
を
表
わ
し
た
ブ
ル
ー
の
夕

オ
ル
、
「
結
」
を
表
わ
し
た
サ
ル

ビ
ア
の
花
の
よ
う
な
ふ
ろ
し
き
、

白
や
黄
色
の
ス
カ
ー
フ
、
扇
、
竹

づ
つ
、
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ク
の
帽
テ

今
年
の
あ
す
な
ろ
の
木
の
ふ
ろ
し

き
、
特
に
印
象
に
残
る
の
は
、
大

き
な
パ
ラ
バ
ー
ン
を
二
個
使
っ
た

佐
井
村
独
自
の
演
技
で
す
。
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
車
の

ラ
イ
ト
で
の
練
習
、
出
来
の
悪
い

生
徒
に
先
生
に
も
ず
い
分
苦
労
し

た
事
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
全
員
が
一
つ
に
な
り
行

進
、
演
技
後
に
「
さ
い
」
の
人
文

字
が
出
来
た
時
の
ス
タ
ン
ド
の
拍

手
、
小
さ
な
佐
井
村
が
大
き
く
な

っ
た
よ
う
で
皆
ん
な
で
感
激
し
か

も
の
で
し
た
。

九
年
間
機
会
に
恵
ま
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
に
縁
の
な
い
私
で
し
た
が
楽

し
い
思
い
出
も
沢
山
出
来
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
始
め
指
導
し
て
下
さ

い
ま
し
た
先
生
方
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

頬

被

り

Ｉ
徹

海

に

ほ

ろ

び

ゅ

く

短

歌

上

山

実

初

春

を

た

く

す

柳

の

床

の

間

の

粗

き

木

枝

の

白

芽

ふ

く

ら

む

《
子
供
会
道
南
》

島

野

房

子

幾

年

か

子

供

ら

と

共

の

日

の

寝

袋

想

う

今

日

の

如

く

に

《
三
上
さ
ん
を
想
う
》

川

岸

キ

ヨ

子

留

守

の

家

の

木

立

ち

は

風

を

は

ら

み

っ

つ

粉

雪

ば

か

り

千

々

に

舞

い

降

る

静

も

れ

る

松

の

古

木

に

佇

み

て

病

み

い

る

女

の

如

何

に

と

想

う

中

谷

サ

ツ

ヱ

吹
雪
く
な
か
電
柱
頼
り
行
く
車
一

瞬
と
ま
り
白
に
囲
ま
る

屋
根
に
雪
厚
く
覆
わ
れ
住
み
暮
し

土
見
え
く
れ
ば
心
活
き
ず
く

大
石
健
次
郎

夜
を
徹
し
も
の
書
く
我
れ
の
僻
に

し
て
歎
か
う
妻
の
細
き
呟
き

亡
父
老
い
て
も
ひ
た
す
ら
漁
場
を

視
つ
め
佇
つ
姿
顕
ち
く
る
わ
び
し

や
我
れ
も

赤
き
御
揃
え
並
み
佇
つ
冬
鷆
海
の

青
さ
に
ま
向
き
吹
か
れ
つ

冬
風
に
酔
い
哂
し
き
て
緩
み
た
る

靴
下
脱
げ
ば
男
は
さ
び
し

勿
忘
草
陽
か
げ
に
咲
き
て
色
淡
し

忘
れ
難
き
は
今
も
残
れ
る

佐 井 村 結 婚 祝 金

支 給 要 綱 を 改 正

新生活運動の一環として、

昭和５９年６月に公布された結

婚祝金支給要綱が今年４月１

日から、次のとおり改正にな

りました。

●第２条２項を次のとおり改

正する。

結婚披露宴は、集会施設の

設置及び管理に関する条例に

定める施設を利用し 会費制

で行い、その会費は ８，０００円

以内としたとき。

●詳しい内容は、教育委員会

へお問い合せください。

第
二
〇
二
回

全
国
珠
算
教
育
連
盟
主
催

珠
算
検
定
試
験
合
格
者

一

級

坪

谷

麻
実
子

二

級

犬

畑

恭

子

四

級

加

藤

祥

子

菊

池

梢

五

級

根
戸
内

晴

子

渋

田

昌

嗣

木

部

め
ぐ
み

七

級

佐
々
木

絵
里
子

八

級

田

中

幸

子

内

田

広

勝

宮

川

明

美

九

級

井

上

拓

巳

東

出

英

裕

渋
田
そ
ろ
ば
ん
教
室

〈

お

わ

び

〉

三
月
一
日
号
教
育
だ
よ
り
で
、

学
ぶ
肴
は
学
ぶ
者
、

二

種
）
は

（
種
目
）
の
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。



保 健 婦 だ より

こんな簡単なことで

病気は防げる

おならは

がまんせずに出すと

胃腸の健康によい

お
な
ら
は
、
た
ま
っ
た
ら
思
い

き
り
出
す
、
こ
れ
が
健
康
の
原
則

で
す
。

工
お
な
ら
の
正
体
は
何
か
？

ガ
ス
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
約
７０
％
は
、
飲
み
下
さ
れ
た

空
気
で
す
。
２０
％
は
血
液
か
ら
腸

の
内
へ
広
が
っ
て
生
じ
た
気
体
で

１０
％
は
腸
内
細
菌
に
よ
る
腐
敗
、

発
酵
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

飲
み
下
さ
れ
た
空
気
の
一
部
が

口
か
ら
ま
と
め
て
出
て
く
る
の
が

ゲ
ッ
プ
で
す
。
ま
た
、
空
気
や
ガ

ス
が
腸
の
中
を
グ
ル
グ
ル
と
下
っ

て
い
っ
て
肛
門
か
ら
出
る
の
が
、

お
な
ら
で
す
。

お
な
か
が
グ
ル
グ
ル
鳴
っ
て
恥

ず
か
し
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
音
は
腸
の
中
を
ガ
ス
が

動
い
て
い
る
音
で
す
。
と
く
に
や

せ

た

人

に

多

い
の

は

、

お
な

か

の

脂

肪

が

う

す

い
た

め
音

が
出

や

す

い
の

で

す

。

皿

お

な

ら

の
原

因

ガ

ス
は

ど

う
し

て

多

く
な

る
か
？
。

①

ス

ト

レ

ス
で

起

こ

る

ス
ト

レ

ス
で

空

気

を

多
く

飲

み

ま

す

。

胃
や

腸

が

空

気

で

い

っ
ぱ

い
に

な

り

、

お
な

か

が
ふ

く

れ

、

そ

の
空
気
が
、
お
な
ら
と
な
り
ま
す
。

特

に
人

に
会

っ
た
り

、
会

議

な

ど

で

緊
張

す

る
と

き

無
意

識

に

、

な

ま

っ

ば
を

、

空

気

と

い

っ
し

ょ

に

飲

み

こ
ん

で

し

ま

い
ま

す

。

早
食

い

も
ダ

メ

で
す

。
食

べ
物

の

中

の

空

気
を

一

緒
に

飲

み

こ

ん

で

い
ま
す

。
義

歯

が
合

わ

な

い

な

ど

も

原
因

に

な

り

ま
す

。
ま

た

、

チ

ュ
ー

イ

ン
ガ

ム

も

っ

ば
を
飲

む

と

き

空
気

を

飲

み

こ
み

ま

す

。

空

気

の
飲

み

す

ぎ
に

よ

る

ガ

ス

は

、
あ

ま

り

く
さ

く
な

い

の

が
ふ

つ
う
で
す
。

②
便
秘
、
消
化
の
働
き
が
低
下

し
た
と
き
に

腸
の
中
で
腐
敗
や
発
酵
で
腸
内

ガ
ス
が
異
常
に
多
く
な
っ
た
と
き

で
す
。
く
さ
い
お
な
ら
が
特
徴
で

す
。消
化
の
働
き
が
低
下
し
た
と
き

に
発
生
し
ま
す
が
、
健
康
で
九

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ
、
豆
類
な

ど
を
多
く
さ
ん
食
べ
る
と
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、
便
秘
で
食
物
残
査
（
食
ベ

カ
ス
）
内
に
と
ど
ま
る
時
間
か
長
く

な
っ
て
も
多
く
発
生
し
ま
す
。

③
腸
炎
・
肝
臓
病
・
肺
の
病
気

な
ど
が
原
因
に

腸
炎
・
肝
臓
病
・
心
不
全
な
ど

は
腸
壁
か
ら
の
ガ
ス
の
吸
収
が
悪

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
炎
・
肺

線
維
症
な
ど
肺
の
病
気
で
は
、
換

気
障
害
に
よ
り
、
炭
酸
ガ
ス
の
排

出
が
悪
く
な
り
、
血
液
中
の
炭
酸

ガ
ス
の
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
お
腹
が
張
っ
た

り
、
お
な
ら
が
多
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
④
腸
閉
塞
や
手
術
後
な
ど

腸
管
内
に
た
ま
っ
た
ガ
ス
が
出

さ
れ
な
く
な
る
と
、
腸
内
に
ガ
ス

健
康
に
よ
い
も
の
を

食
べ
て
い
ま
す
か
⑦

こんにやくは

おなかの掃除室
こ
ん
に
や
く
の
原
料
は
、
こ
ん

に
や
く
い
も
。
囗
本
に
は
平
安
時

代
に
普
及
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ

の
後
精
進
料
理
の
材
料
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
し
た
。

効
用

腸
の
掃
除
・
肥
満
防
止

こ
ん
に
や
く
に
は
、
体
の
中
で

干
不
ル
ギ
ー
に
な
る
栄
養
素
は
あ

り
ま
せ
ん
。
成
分
の
ほ
と
ん
ど
は

炭
水
化
物
の
Ｉ
種
で
マ
ン
ナ
ン
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
す
。
マ
ン
ナ
ン

は
体
の
中
で
消
化
吸
収
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
腸
壁
に
こ
び
り
つ
い
た
老

廃
物
を
除
き
、
腸
の
働
き
を
よ
く

し
て
便
通
を
助
け
る
と
と
も
に
、

有
害
な
細
菌
が
増
え
な
い
よ
う
に

防
ぐ
大
切
な
働
き
を
し
ま
す
。

そ
こ
で
昔
か
ら
、
「
腸
の
砂
下

し
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
ノ
ー
カ
ロ
リ
ー
で
す
か
ら

肥
満
防
止
に
も
な
っ
て
、
健
康
と

美
容
に
っ
な
が
り
ま
す
。

料
理こ
ん
に
や
く
自
体
に
は
、
味
も

う
ま
み
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん

な
味
に
も
な
じ
み
ま
す
の
で
、
お

で
ん
・
な
べ
も
の
・
煮
も
の
・
い

た
め
煮
・
で
ん
が
く
・
あ
え
も
の

汁
も
の
な
ど
広
く
使
わ
れ
ま
す
。

こ
ん
に
や
く
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食

品
と
し
て
も
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す

が
、
こ
ん
に
や
く
だ
け
を
た
く
さ

ん
食
べ
る
の
は
考
え
も
の
で
す
。

こ
ん
に
や
く
自
体
に
は
栄
養
分

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

組
み
合
わ
せ
る
食
品
や
料
理
法
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。



が
た
ま
っ
て
お
腹
が
ふ
く
れ
て
く

る
病
気
（
鼓
腸
）
に
な
り
ま
す
。

開
腹
手
術
後
々
腹
膜
炎
後
の
腸
ゆ

着
な
ど
に
よ
る
腸
閉
塞
で
ガ
ス
が

出
さ
れ
な
く
な
る
と
大
変
で
す
。

盲
腸
で
手
術
し
た
後
に
、
お
な
ら

が
い
つ
出
た
か
必
ず
開
か
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
術
後
腸
の
運
動
が
始
ま

り
回
復
し
て
き
た
証
拠
で
す
。
一

発
千
金
の
重
み
を
も
っ
た
貴
重
な

お
な
ら
で
す
。

ｍ

お
な
ら
の
発
生
を

こ
う
し
て
予
防
す
る

お
な
ら
ば
７０
％
以
上
口
か
ら
飲

み
こ
ん
だ
空
気
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
く
さ
い
お
な
ら
と

く
さ
く
な
い
お
な
ら
の
理
由
も
わ

か
り
ま
し
た
。

お
な
ら
ば
、
た
ま
っ
て
い
た
ら

出
し
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
健
康
に

よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
お
な
ら
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

①
空
気
を
飲
み
こ
ま
な
い
よ
う

に
●
正
し
い
姿
勢
で
食
べ
る
。

横
に
な
っ
て
食
べ
る
と
、
ど

う
し
て
も
空
気
が
入
る
。

●
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
食

べ
る
。
早
食
い
は
ダ
メ
。

一
歯
を
き
ち
ん
と
治
療
し
て
お

●
ス
ト
レ
ス
を
さ
け
て
の
ん
び

り
と
生
活
。

●
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
あ
ま
り

食
べ
な
い
。

②
便
秘
を
な
お
す

●
規
則
正
し
い
生
活
。

●
自
分
で
っ
く
ろ
う
排
便
習
慣

毎
日
一
定
の
時
刻
に
ト
イ
レ

に
行
き
、
便
通
に
努
力
。

一

運
動
で
腸
の
は
た
ら
き
を
活

発
に
／

う
て
立
て
伏
せ
や
朧
緊
運
動

は
、
腸
の
運
動
を
促
す
。

●
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
。

緊
張
性
の
便
秘
を
お
こ
し
や

す
い
の
で
、
ゆ
と
り
の
あ
る

生
活
を
心
が
け
る
。

便
秘
を
な
お
す
こ
と
で
、
く
さ

い
お
な
ら
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

菌
お
な
ら
を
た
め
ず

便
秘
し
な
い
の
が
健
康

お
な
ら
を
出
さ
な
か
っ
た
り
、

便
秘
を
し
て
い
る
と
、
口
臭
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
お
な
ら
を
口
か

ら
出
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

に
ん
に
く
を
食
べ
て
、
翌
日
歯

み
が
き
を
し
、
口
を
す
す
い
で
も

に
お
い
が
し
ま
す
。
こ
の
に
お
い

は
口
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

血
液
中
の
に
お
い
が
呼
気
の
中
に

出
て
く
る
た
め
で
す
。

お
な
ら
を
た
め
ず
、
便
秘
し
な

い
の
が
、
本
当
の
オ
シ
ャ
レ
で
す
。

４月の保健事業

６日伽 小児マヒ

生ワクチン

対象児

６２年１月～６３年１２月生

１１日（月） ツベルクリン

１３日南 ツベルクリン反応

測定・ＢＣＧ接種

１８日顔

言

ト

ミ

２２日脂

２６日㈹ 狂犬病予防接種

２８日困 乳児健康相談

離乳食調理実習

健康相談日と合わせて電話

相談も受付します。

お気軽に、利用下さい。

場所 役場・健康相談室

受付時間 午前９時

～１１時

日程 ４月２日出

４月９日倒

４月１６日田

健 康 は 世 界 の 願 い

●∠↓月フ日は「世界保健デー」●

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
す
が
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
発
展

途
上
国
で
は
毎
年
何
百
万
人
と
い

う
子
供
た
ち
が
、
病
気
で
死
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
数
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
多
く
の
子
供
た
ち
が
、
身
体
障

害
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
多
く
の
場
合
、
麻

疹
、
ジ
フ
テ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症

に
よ
る
も
の
で
、
先
進
国
で

は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
す
べ

て
予
防
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
病
気
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
子
供
た
ち
を
助

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

一
九
九
〇
年
ま
で
に

六
つ
の
感
染
症
の
撲
滅
を

一
九
四
九
年
四
月
七
日
に

発
足
し
た
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
は
、
「
す
べ
て
の
人

民
が
可
能
な
最
高
の
健
康
水
準
に

到
達
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

一
九
七
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
予

防
接
種
拡
大
計
画
も
そ
の
一
部
で
、

一
九
九
〇
年
ま
で
に
六
つ
の
感
染

症
（
麻
疹
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日

ぜ
き
、
破
傷
風
、
ポ
リ
オ
、
拮
拮

か
ら
世
界
の
子
供
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
こ
の

計
画
に
よ
り
、
毎
年
約
百
四
十
万

人
の
子
供
だ
も
の
生
命
が
救
わ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
満
足
で
き
る
状
況
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
支
え
る

泄
界
刀
建
裹

四
月
七
日
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

誕
生
し
た
日
を
記
念
し
た
。

「
世
界
保
健
デ
ー
」
で
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
予
防
接
種
拡
大

計
画
の
ほ
か
に
九

環
境
衛

生
や
精
神
衛
生
の
向
上
、
医

療
技
術
の
研
究
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
保
健
衛
生
の
分
野
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
人
々
の
健
康
を
支

え
て
い
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

こ
れ

い
ろ
り
舌
仂
駒一
屁
午
っ
こ
い

き
た

い

で
す

ね

。



〈
続
・：
地

先

権
を

め

ぐ

る

乱
闘

〉・

明

治

四

十
二

年

四

月
、

東

洋

捕

鯨

会

社

（
日
本

水

産

の
前

身

）

の

鯨

解

体

処
理

事
業

所

が
、

八
戸

の

鰉
村

に

設
置

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ

た

。

小

中

野

・
湊

・

鰉
の

三

ケ
村

は

、

三

戸
郡

役

所

に

対
し

集

団

陳

情

を

し

た

。

理

由

は
、

日

鯨

処
理

の
汚

水

、

脂

や

血

が
海

に

大

量

に
流

れ

る

。

口

そ

の
た

め

、

ア

ワ

ビ

ー
ウ

ユ
・

昆

布

な

ど

の
魚
介

や

海
藻
の
死
滅

。

目

悪

臭

の
た

め

カ

モ

メ
や

観

光
客

が
来

な

く
な

る
。
四

蕪

島

の

蕪
島

神

社

の

尊
厳

性

が
失

わ

れ

る
・
：
と

い
う

こ

と
で

あ

っ

た

。

捕

鯨
会

社

は

、

最
初

の

考
え

で

は

三

陸
沿

岸

に

事
業

所

設

置

の
案

で

あ

っ
た

が

、

い
た

る
所

で
沿

岸

漁

民

の
反

対

抵
抗

に

会

っ

た

。

餃
村

の

村

議
会

で

も

、

設

置
反

対

を
議

決

。

漁
業

組

合

理

事
た

ち

は

、

総
会

に

計

る

こ
と

も

な

く
、

設
置
に
同
意
し
、
関
係
村
当
局
有

村
勢
振
興
に
益
あ
り
と
し
て
、
歓

迎
ム
ー
ド
で
あ
っ
た
。

鰉
設
置
へ
、
抵
抗
あ
り
と
み
た

捕
鯨
会
社
は
、
餃
港
外
の
恵
比
須

浜
へ
事
業
所
設
置
の
方
針
を
採
り
、

警
官
十
余
名
の
保
護
立
会
の
も
と

で
、
鮫
沖
で
獲
っ
た
ナ
ガ
ス
ク
ジ

ラ
一
頭
を
解
体
し
た
。

大
量
の
血
と
脂
が
渚
か
ら
海
を

真
赤
に
そ
め
て
色
を
変
え
て
ゆ
く

様
子
は
、
漁
民
だ
も
の
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

六
月
十
八
日
、
湊
村
の
河
口
近

く
に
、
カ
レ
イ
・
ア
ワ
ビ

ー
ホ
ッ

キ

ー
フ
ナ
な
ど
の
魚
介
類
死
体
が

大
量
に
浮
き
上
り
、
鯨
解
体
の
た

め
と
漁
民
ら
は
騒
ぎ
出
し
た
。

県
で
も
だ
ま
っ
て
い
ら
れ
ず
、

車
只
帝
大
の
岸
上
博
士
に
、
実
状

調
査
を
た
の
み
、
視
察
の
岸
上
は
、

鯨
の
血
脂
に
よ
る
も
の
か
、
有
害

か
無
害
か
な
ど
、
一
番
肝
腎
な
点

を
明
ら
か
に
せ
ず
に
帰
っ
た
。

鯨
村
長
久
保
忠
勝
は
、
「
反
対

決
議
を
し
た
が
、
村
の
発
展
上
利

益
が
あ
る
。」
と
、
わ
け
の
わ
が
ら

ぬ
内
申
を
し
、
県
知
事
武
田
は
。

「
住
民
・
漁
民
の
多
数
は
設
置
を

望
ん
で
い
る
。
反
対
は
一
部
漁
民

の
迷
信
を
利
用
し
、
表
面
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。」
と
副
申
し
た
。

こ
れ
も
事
実
を
事
実
と
し
な
い
、

有
力
者
に
阿
諛
し
た
見
解
の
よ
う

で
あ
る
。

漁
民
の
反
対
運
動
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
四
十
四
年
三
月
に
恵
比
須

浜
に
事
業
所
建
設
工
事
が
は
し
ま

っ
た
。
た
ま
り
か
ね
た
漁
民
約
八
三
人

が
工
事
防
害
を
計
画
中
で
あ
っ
た

が
、
首
謀
者
三
人
は
八
戸
署
に
検

挙
さ
れ
た
。
事
業
所
は
、
許
可
期

間
の
「
毎
年
四
月
一
目
～
九
月
三

十
日
ま
で
」
の
期
間
が
過
ぎ
て
も

操
業
を
や
め
な
か
っ
た
。

十
月
三
十
一
日
、
漁
民
が
事
業

所
襲
撃
の
風
聞
が
な
が
れ
、
事
業

所
に
警
官
七
名
が
派
遺
さ
れ
た
。

漁
民
解
散
の
う
わ
さ
が
伝
わ
り
、

警
察
署
長
は
報
告
の
た
め
、
八
戸

へ
帰
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
漁
民
た
ち
は
、
以

前
の
打
合
せ
の
通
り
、
翌
十
一
月

一
日
、
午
前
五
時
に
半
鐘
を
乱
打

し
、
そ
れ
を
合
図
と
し
、
役
場
の

後
に
あ
る
杉
林
に
、
ひ
し
ひ
し
と

千
百
人
が
結
集
し
た
。

午
前
六
時
、
漁
民
た
ち
は
、
赤

ケ
ッ
ト
（
毛
布
）
、
白
装
束
な
ど

で
身
を
固
め
、
日
本
刀
、
と
び
囗
、

槍
、
鉄
棒
な
ど
を
手
に
し
て
い

た
。襲
撃
隊
は
三
隊
に
分
れ
、
（
二

隊
説
も
あ
る
）
捕
鯨
事
業
所
へ
向

っ
だ
先
発
隊
は
、
警
官
の
制
止
も

き
か
ず
所
内
に
乱
入
。

従
業
員
た
ち
は
、
鯨
の
解
体
刀

約

丁

三
メ
ー
ト
ル
を
振
り
上
げ
、

漁
民
二
人
が
即
死
。

漁
民
達
は
、
酒
だ
る
を
荷
馬
車

に
何
本
も
積
み
、
あ
お
り
な
が
ら
、

三
隊
が
三
方
か
ら
囲
み
攻
撃
し
た
。

双
方
か
ら
重
軽
傷
が
多
く
出
て
凄

絶
な
も
の
で
あ
っ
た
。

佐 井 村 の 盆 唄 ①

おしゃが様ばぐぢねまげだ

４月８日にまるはだが

盆の１３囗ほげするばげだ

あずぎこはめしまめもやし

おどりおどらば品よぐおどれ

晶のよいのは嫁にとる

願たのむよ八幡様よ

すぎだ男とっれるよに

心あせまいじゃ柳の葉より

ひろぐもだんせ場所のまで



漁
民
達
は
、
事
務
所
へ
放
火
し
、

船
や
漁
綱
、
そ
の
他
を
焼
き
、
巡

査
派
出
所
を
け
じ
め
、
誘
致
派
の

主
な
者
の
家
屋
四
軒
を
破
壊
し
、

午
前
十
一
時
ご
ろ
解
散
し
た
。

警
察
側
は
、
七
人
中
五
人
ま
で

重
傷
者
を
出
し
た
。

漁
民
側
は
、
怪
我
人
が
相
当
出

た
が
巧
み
に
隠
し
、
四
人
し
か
判

ら
な
か
っ
た
。

事
業
夫
の
十
数
名
は
、
こ
と
ご

と
く
重
軽
傷
を
負
い
、
海
に
身
を

隠
し
冷
え
切
っ
て
人
事
不
省
の
者

も
何
人
か
い
た
。

佐
々
木
巡
査
は
、
血
ま
れ
み
に

な
り
、
そ
の
刀
身
は
曲
り
柄
ま
で

鮮
血
に
染
ま
っ
た
サ
ヤ
の
な
い
剣

を
預
け
、
古
い
刺
子
の
半
天
着
、

頬
か
ぶ
り
の
変
装
で
本
署
へ
急
報
。

ｉ

日
露
戦
争
の
陸
軍
伍
長
で
あ

っ
た
と
い
う
。

四
十
五
年
二
月
、
漁
民
四
十
一

名
が
公
判
に
付
さ
れ
た
。

漁
民
側
の
主
張
で
あ
る
、
『
捕

鯨
許
可
の
切
れ
た
十
月
一
日
以
後

も
、
会
社
事
業
所
で
は
、
ぼ
う
大

な
量
の
鯨
を
と
り
操
業
し
て
い
る
。

こ
の
違
反
不
法
を
警
察
は
な
ぜ
取

締
ら
ず
見
逃
し
て
い
た
の
で
あ
る

か
。

大
会
社
と
言
え
ど
も
、
元
は
一

漁
業
者
で
、
我
々
は
微
々
た
る
も

の
だ
が
、
納
税
を
し
て
い
る
漁
師

た
る
こ
と
を
恥
と
は
し
な
い
。

大
な
る
も
の
に
呑
ま
れ
、
長
き
に

は
巻
か
れ
る
諺
も
あ
る
が
、
変
り

や
す
い
惣
代
（
理
事
）
の
談
判
ぐ

ら
い
で
は
到
底
信
じ
難
い
。

多
大
の
陳
情
費
を
使
っ
て
、
関
係

機
関
に
交
し
ょ
う
し
て
き
た
が
、

反
応
は
何
も
な
く
、
我
ら
数
千
の

漁
民
は
、
無
言
の
ま
ま
追
い
詰
め

ら
れ
、
鬼
に
化
し
て
果
て
る
よ
り

は
、
一
挙
に
会
社
を
打
ち
潰
し
、

焼
き
払
い
、
も
っ
て
禍
根
を
絶
つ

し
か
方
法
が
な
か
っ
た
１０

と
い
う
原
因
の
心
情
を
、
裁
判
所

は
重
く
見
て
。

懲
役
八
年
・：
七
名
。
同
六
年
…

九
名
。
同
二
年
…
七
名
。
同
一
年

…
七
名
。
罰
金
：
大

名
。
無
罪
・：

四
名
の
判
決
と
な
っ
た
。

漁
民
側
の
主
張
は
、
明
治
人
の

断
呼
と
し
た
気
概
が
伺
が
わ
れ
る
。

八
戸
市
出
身
の
茶
川
賞
作
家
の

三
浦
哲
郎
氏
は
、
こ
の
鯨
騒
動
を

取
り
入
れ
、
異
国
人
の
血
を
も
つ

母
娘
二
代
の
人
生
を
、
二
ヶ
年
に

わ
た
り
執
筆
、
長
編
「
海
の
道
」

を
昭
和
四
十
四
年
二
月
に
完
結
。

三
十
六
歳
入

二
十
八
歳
の
時
の

創
作
だ
け
に
、
み
ず
く

し
い
柔

軟
性
と
、
す
る
ど
く
深
い
感
性
に

裹
う
ち
さ
れ
た
、
哀
憐
多
情
の
小

説
で
あ
る
。

一
読
を
お
奨
め
す
る
。

明

治

十

六

年

の

加

藤

鮫

明
治
十
六
年
九
月
の
、
第
四
組

戸
長
役
場
の
報
告
で
は
、
大
間
・

奥
戸
・
佐
井
・
長
後
・
蛇
浦
・
易

国
間
の
六
ヶ
村
を
合
せ
て
の
、
漁

言

尸
数
二
六
一
戸
…
漁
業
人
口
一

・
五
二
〇
人
で
あ
る
。

こ
の
報
告
中
に
、

一
、
加
藤
鮫

一

二
一
本
、
価
額

三
五
七
円
七
〇
銭
、
採
捕
人
員

五
五
人
、
採
捕
具
建
網
又
は
地
引

網
、
船
数
九
般
但
し
一
般
七
人
又

は
五
人
乗
。

と
、
か
な
り
小
規
模
の
も
の
で

あ
る
。
こ
の
時
の
付
記
に
、
（
カ
マ
ス

言

ウ
ナ
ゴ
親
魚
）
は
佐
井
、
長

後
の
両
村
に
お
び
た
だ
し
い
漁
獲

が
あ
っ
た
が
、
明
治
十
一
、
十
二

年
か
ら
は
減
少
し
、
今
で
は
そ
の

形
も
み
え
な
い
。
こ
の
カ
マ
ス
粕

は
イ
ワ
シ
粕
よ
り
上
で
、
価
額
も

高
い
」
と
、
の
べ
ら
れ
て
ぃ
る
。

古
く
に
も
、
海
に

＝
ウ
ナ
ゴ
が

何
年
も
み
え
な
か
っ
た
事
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
十
月
、
下
北
郡
長

河
西
粛
四
が
新
任
し
、
郡
内
巡
視

を
し
た
。
そ
の
記
録
中
に
、

佐
井
村
（
原
田
・
矢
越
・
磯
谷
・

川
目
を
含
む
）
の
出
稼
ぎ
者
二
百

名
内
外
。
長
後
村
け
十
五
匸
（
人
。

い
ず
れ
も
北
海
道
へ
の
者
と
さ
れ

て
い
る
。

漁
獲
物
中
に
、
長
後
、
福
浦
、

牛
滝
の
項
に
、
さ
め
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
加
藤
鰉
を
意
味
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

明
治
十
九
年
六
月
八
日
、
佐
井

村

（
原
田
・
矢
越
・
磯
谷
を
含

む
）
で
は
、

○
ニ
シ
ン

○
イ
ワ
シ

○
ア

ワ

ビ

○
カ
マ
ス

○
イ
カ

Ｏ

夕
Ｊ

Ｏ
カ
ド
鮫

○
心
太
艸

○
エ
ゴ
草

○
フ
ノ
リ

○
ワ
カ

メ

○
＝
ン
ブ

○
十
二
品
に
、

税
金
を
課
し
て
い
る
が
、
「
カ
ド

鮫
」
も
入
っ
て
い
る
。

明

治

二

十

四

年

の

加

藤

鮫

「
青
森
県
水
産
事
項
特
別
調
査

書
」
（
明
治
廿
四
年
）
で
は
、
内

陸
部
の
湖
沼
河
川
を
含
め
た
、
県

内
の
漁
業
町
村
の
数
は
、
二
〇
九

ケ
所
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
加
藤
餃
産
地
と
し
て
、

〇
西
津
軽
郡
深
浦
村
、
・点
木
、

北
金
ケ
沢
、
鰺
ヶ
沢
町
、
舞
戸
、

○
北
津
軽
郡
脇
元
、
小
泊
、

○
上
北
郡
馬
門
、
横
浜
、

○
下
北
郡
脇
ノ
沢
、
佐
井
、
長

後
、
奥
戸
、
大
間
…
…
の
十
四
ケ

所
だ
け
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

佐
井
は
、
原
田
・
矢
越
・
磯
谷

が
、
長
後
は
、
福
浦
・
牛
滝
が
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
正
し

い
。
備
考
に
は
、

『
一

夏
秋
の
交
函
館
近
海
ノ

柔
魚
漁
及
ヒ
福
山
（
松
前
の
こ
と
）

近
海
ノ
鱗
方
言
カ
ト
ウ
鮫
漁
期
八

本
県
下
二
於
ケ
ル
仝
漁
期
ヨ
リ
稍

ヤ
早
キ
ヲ
以
テ

ー
時
該
地
方
二
出

稼
シ
本
祭
沿
海
盛
漁
事
期
節
二
至

レ
『

各
帰
村
シ
テ
其
漁
業
二
従
事

ス
』
と
書
か
れ
て
い
る
。

北
海
道
松
前
方
面
で
も
、
こ
の

こ
ろ
加
藤
鰺
を
獲
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
佐
井
村
よ
り
も
早
目

に
漁
期
が
始
ま
る
の
で
、
出
稼
者

た
ち
は
、
自
分
だ
も
の
地
元
で
の

漁
期
に
合
せ
て
帰
り
、
漁
を
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
次
号
へ
続
く
）



税
務
だ
よ
り

確 定 申 告 が

闊違っていたときは
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し
て

確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
と
き

は
「
修
正
申
告
」
を
、
ま
た
、
多

く
申
告
し
た
と
き
は
「
更
生
の
請

求
」
を
し
て
、
正
し
い
税
額
に
訂

正
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

貯蓄と税

・・昭和６３年度納期限一覧表卜
納期隕 税 目 別 納 期 限

５月３１日 軽自動車 固定資産税（１期）

６月３叩 村県民税（１期）固定資産税（２期）

７月３図 国民健康保険税（１期）

８月３１日 村県民税（２期）

９月３叩 国民健康保険税（２期）

１０月３１日 村県民税（謫）固定資産税（３期）

１１月３０日 国民健康保険税（３期）

１２月示 村県民税（４期）固定資産税（４期）

↓月３１日 国民健康保険税（４期）

昭和６３年度固定資産税第 工期分納期限は評価替年度

のため５月３１日（前年４月３０囗）となりますのでご
了承下さい。なお、固定資産税通知書は４月末に送
付されます。

昭
和
六
十
二
年
度
の
税
制
改
正

で
、
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵

便
貯
金
の
非
課
税
制
度
が
、
老
人

等
に
対
す
る
利
子
非
課
税
制
度
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
原
則
と
し
て
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
以
降
支
払

わ
れ
る
も
の
か
ら
適
正
さ
れ
ま
す
。

非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
る
人

は
、
次
に
掲
げ
る
人
な
ど
で
す
。

○
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
人
。

三

退
族
基
礎
年
金
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
る
妻
。

○
募
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
妻
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

説
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

税の相談は

テレホンサービスで

お気軽に

〈税務相談室青森分室〉

容 ０１７７－２３－２３７９

国
民
年
金
保
険
料
が

四
月
分
か
ら
七
、
七
〇
〇
円

に
な
り
ま
す

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
等
の

第
一
号
被
保
険
者
が
納
付
す
る
国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
今
年
四
月

分
か
ら
三
百
円
引
き
上
げ
ら
れ
て

一
ヶ
月
分
か
七
、
七
〇
〇
円
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
額
が
物
価
上
昇

等
に
合
わ
せ
て
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る

し
く
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
費

用
が
加
入
者
の
保
険
料
と
国
庫
負

担
で
賜
わ
れ
て
い
る
た
め
に
改
定

が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

四
月
か
ら
の
引
上
げ
は
、
先
の
年

金
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は

四
月
分
か
ら
翌
年
の
三
月
分
ま
で

の
一
年
分
を
、
四
月
中
に
納
め
ま

す
と
、
「
割
引
前
納
」
と
な
り
ま

す
し
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
な
ど
、

な
に
か
と
便
利
で
す
。

国
民
年
金
の

保
険
料
は

忘

れ
な
い

で
納
め
ま

し
よ
う

人
生
は
今
や
八
十
年
時
代
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
金
制
度

の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
将
来
に
対

す
る
配
慮
を
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

老
後
の
生
計
の
支
え
と
な
る
国
民

年
金
は
、
若
い
時
か
ら
保
険
料
を

き
ち
ん
と
納
め
て
い
っ
て
は
じ
め

て
実
を
結
石
も
の
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厚
生
年
金
保

険
料
や
、
各
種
共
済
組
合
の
掛
金

は
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す

が
、
農
業
や
自
営
業
者
の
方
々
な

ど
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
自
主

納
付
に
な
る
た
め
、
と
も
す
れ
ば

後
回
し
に
な
っ
て
納
め
忘
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
未
納
で
い

ま
す
と
、
万
一
の
事
故
や
病
気
等

に
よ
り
母
子
家
庭
や
加
害
者
に
な

っ
て
九

遺
族
基
礎
年
金
ま
た
は

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
未
納
が
長
期
間
に
な

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が

極
め
て
低
額
に
な
っ
た
り
、
最
悪

の
場
合
に
は
ま
っ
た
く
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら
、
長
い
老
後
の

生
計
を
考
え
て
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
生
活
費
の
一
部
と
位
置
づ

け
、
確
実
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。



面

回

最
近
の
漁
業
を
考
え
る
と
き

現
在
の
漁
業
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
あ
る
人
は
漁
業
は
す
っ
か
り

変
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
い
、
あ
る

人
は
ま
た
、
漁
業
に
魅
力
が
な
い

と
言
う
。
ま
た
あ
る
人
は
、
後
継

者
、
長
男
を
他
の
職
業
に
と
推
し

進
め
て
い
る
。
一
年
一
年
と
漁
業

を
す
る
人
が
減
っ
て
い
る
。
確
か

に
漁
業
は
変
っ
て
き
て
い
る
。
二

百
海
里
と
い
う
、
国
際
的
な
規
制

の
も
と
か
ら
、
遠
洋
漁
業
は
、
将

来
に
対
す
る
展
望
を
失
い
、
沿
岸

漁
業
も
ま
た
、
荒
廃
し
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状

況
を
見
れ
ば
、
漁
業
は
変
っ
て
し

ま
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

し
か
し
、
私
は
漁
業
の
本
質
は

い
さ
さ
か
も
変
っ
て
い
な
い
と
思

う
。
昔
か
ら
人
は
、
舳
を
海
に
こ

ぎ
出
し
、
漁
具
を
繰
っ
て
魚
を
捕

り
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の

こ
と
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

き
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
昔
か
ら

の
漁
業
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
実
は
少
し
も
変
っ
て
い
な

い
。
木
造
の
磯
船
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
に
変
る
う
と
、
電
気
着
火
機

関
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
変

る
う
と
、
人
が
海
か
ら
魚
を
捕
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
少
し
も

変
っ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
海
、
魚
、
人
か
お
る

限
り
、
漁
業
は
不
滅
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
も
し
、
海
を
守
り
、

魚
を
大
事
に
し
、
人
を
育
て
て
い

く
な
ら
ば
、
佐
井
村
の
漁
業
の
衰

退
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を

真
剣
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
、
今

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
新
し

い
執
行
部
理
事
者
に
望
む
。

一
漁
民
か
ら

莅 渥

”
花
見
と
い
う
の
は
、
桜
を
見

て
、
飲
ん
だ
り
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
、
そ
の
ほ
か
の
花
を
見
る
の
は

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
”
と
言

っ
て
い
た
ヤ
ン
グ
が
い
ま
す
。

確
か
に
、
梅
の
花
や
桃
の
花
を

見
な
が
ら
一
杯
、
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、
花
見
と
い

う
と
や
は
り
桜
で
す
ね
。

で
は
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
は

い
っ
で
し
ょ
う
か
。
日
本
列

島
は
南
北
に
長
い
の
で
、
沖

縄
の
桜
祭
り
は
一
月
、
北
海

道
の
花
祭
り
は
六
月
と
半
年

に
も
わ
た
り
ま
す
。
た
だ
し
、

沖
縄
は
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
、
北

海
道
の
北
部
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

が
多
い
の
で
、
単
純
に
半
年
か
か

っ
て
桜
前
線
が
北
上
し
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
に
限
っ
て
見
る
と
桜
前

線
の
移
動
は
三
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
で
す
。
桜
前
線
の
平
均
は
、

高
知
が
三
月
二
十
五
日
こ
ろ
、
東

京
が
三
月
三
十
日
こ
ろ
、
そ
し
て
、

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
津
軽
海
峡
を

わ
た
っ
て
、
函
館
が
五
月
五
日
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
酒
に
縁
の
な
い
花

見
は
い
か
が
で
す
か
。
高
速
道

路
の
桜
前
線
で
す
。
全
国
四
千

キ
ロ
余
り
の
高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
六
十
二
か
所

に
四
千
五
百
本
の
桜
が
植
え
ら

れ
て
い
て
、
「
桜
前
線
」
の
看

板
が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
道
路
公
団
が
創
立
三
十
周

年
を
記
念
し
て
植
え
た
も
の
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
南
か
ら
吹
き
上

が
っ
て
い
く
桜
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

桜
が
散
る
と
緑
の
季
節
。
四
月

か
ら
六
月
は
「
春
季
に
お
け
る
都

市
緑
化
推
進
運
動
」
の
期
間
で
す
。

こ
れ
も
、
日
本
列
島
が
南
北
に
長

い
た
め
に
期
間
が
長
い
わ
け
で
す
。

期
間
内
に
は
、
自
治
体
の
公
園
の

無
料
開
放
な
ど
の
行
事
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
緑
を
見

直
し
ま
し
よ
う
。



Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 の

通 信 講 座 で 学 習 を

ＮＨＫ学園では、生涯学習

講座の春の受講生と高等学校

の生徒を募集しています。

▽
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲

碁
な
ど
四
十
一
講
座
で
す
。

●
申
込
受
付

四
月
十
五
日
ま
で

▽
高
等
学
校

普
通
科
Ｊ－

ス

（
通
信
教
育
）

四
年
間
の
学
習
で
、
高
卒
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

●
申
込
受
付

四
月
十
五
日
ま
で

▽
高
等
学
校

選
科
生
Ｊ
Ｉ
ス

（
通
信
教
育
）

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

●
申
込
受
付

四
月
十
五
日
ま
で

▽
高
等
学
校

教
養
Ｊ
Ｉ
ス

（
通
信
教
育
）

国
語
、
英
語
な
ど
二
十
一
科
目

を
学
習
し
ま
す
。

●
申
込
受
付

四
月
三
十
日
ま
で

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
〒
一
八
六
－

○
一
東
京
都
国

立
市
富
士
見
台
二
上
二
六
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
八
Ｅ
十
一
係
に
、
講
座
名
お

よ
び
あ
な
た
の
郵
便
番
号
、
住
所

氏
名
、
電
話
番
号
を
（

ガ
キ
に
記

入
し
て
請
求
く
だ
さ
い
。
電
話
に

よ
る
受
付
も
し
て
い
ま
す
。

登
○
四
二
五
－

七
二
－

三
一
五
一

案
内
書
は
無
料
で
す
。

鏡

の
く
も

梦
止
ぬ

に

△
ノ

シ
ェ
ー
ビ

ン
グ
ケ

リ
ー
ム

熱
気
が
こ
も
り
が
ち
な
浴
室
や

洗
面
所
の
、
鏡
の
く
も
り
止
め
に

は
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
ク
リ
ー
ム
が

役
に
立
ち
ま
す
。
鏡
に
塗
っ
た
後

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
す
ば
や
く
拭

き
取
る
だ
け
で
、
く
も
り
が
ス
ッ

キ
リ
消
え
ま
す
。
ま
た
、
ふ
だ
ん

の
饋
の
お
手
入
れ
に
は
、
ガ
ラ
ス

ク
リ
ト
十
Ｉ
が
良
い
で
し
ょ
う
。

仕
上
げ
の
拭
き
取
り
は
、
や
は
り

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
。
拭
い
た
後

に
繊
維
の
残
る
布
は
避
け
た
い
で

す
ね
。

電気安全知識

コ
ー
ド
配
線
は

事
故
の
も
と
で
す

や
め
ま
し
よ
う

財東北電気保安協会

満１歳 にな り ま ず

中

西

雄

一

郎

ち

ゃ

ん

（
等
・
文
子
）

牛

滝

漁師のお父さんと同じでとっ
ても力もちなんです。
体重は ９．５キロと、ちょっと
細いけど、足腰の強さはさすが
漁師の子。男といえど払 人の
心がわかる優しい子になるよう
願っています。（狃・文子さん）

戸 籍 の 窓 口

３月１５日現在

○ お 誕 生 お め で と う

佐々木麻美 （一彦） 大佐井

松林 郁磨 （三磨） 古佐井

藤田 恵美 （和久） 大佐井

内田 綾華 （誠一） 長 後

越膳はるか（弘行） 福 浦

樋口 和大 （達也） 古佐＃

Ｏ ご 結 婚 お め で と う

金丸金太郎 大佐井
（
高畠 敏子 舟橋村

圓子 達哉 東通村
（
坂井 道子 牛 滝

仁科 雅司 東京都
（
金澤 孝江 古佐井

○ おく や み 申し 上 げ ま す

坂 井 安 藏（ 豊 ）牛 滝

佐々木岩太郎（昭 蔵）古佐井

金 丸 嘉 一 郎（繁 吉）大佐井

加 賀 秀 雄（亀水重）大佐井

東 出 フ ョ（幸 夫）磯 谷

新 「日 さ ん（若山さよ）古佐井

三 戸 き み（良 一）大佐井

個人のプ ライバシーを尊重

する意味で載せてほしくない

人は届出の際、係に申し出て

ください。

２ 月２９日現在人口（前月比 ）

男 肌９閲 （＋１ ）

女 １，９７１ （ ＋４ ）

計 ３，９３６ （＋５）

世帯数 １，１２４ （ ○）
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